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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 害虫駆除事業

事業目的

事業の継続実施

【今後（25年度～）】

その他　特記事項　

害虫やネズミの発生を防止し、市民の安全安心と生活環境の向上を図
る。
市民が害虫などの生態や防除等の方法を理解し、市民自らが虫と上手
に付き合うことにより、快適で健康的な生活を確保する。

32,037

1,108

合計 42,678

10,995 12,634 ユスリカ対策水路床清掃業務委託

4,000 自動車購入費（買換）

水路床清掃業務委託料

2,432 2,505 電気・ガス・水道料金

修繕料 1,845

光熱水費

1,797 1,797 施設保安点検、施設清掃、機械警備等委託

990

1,775 施設、車両、薬剤散布機械の修繕

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

1,103

施設管理関係委託料

備品購入費 1,850

ハチ駆除業務（休日・時間外）委託料 990

その他

42,67832,03729,265

薬剤費等

10,764 再雇用職員４名

内容・積算等項目

国からの通知により地域実践指導活動に使用している薬剤を変更する必要がある
ため、薬剤費（消耗品費）を増額要求した。
薬剤散布に使用している車両（平成６年登録の小型貨物Ｗキャブ）の老朽化に伴
う買い替えを要求した。

報酬（再雇用職員人件費）

休日・平日時間外のハチ駆除業務

23年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

24年度要求額

5,258

消耗品費 5,767 7,105

事業の継続実施 事業の継続実施

【経過（～23年度）】 【24年度】

○ハチに関する相談対応、啓発、情報提供
　　一部、公共地等については危険回避や市民負担軽減のために駆除を実施
　　することがある。
○蚊の防除に関する地域実践指導活動
　　自治会等の住民組織に対して、蚊の生態や私有地内での防除方法の啓発
　　とともに公共雨水集水桝に散布するための薬剤を提供し、住民自らが環
　　境改善を行うことにより感染症の防止と快適な生活環境の確保を図る。
○セアカゴケグモに関する相談対応、啓発、情報提供及び実態調査
○ユスリカに関する相談対応、啓発、調査及び防除
　　公共水域から発生し、市民に被害をもたらすユスリカを、管理所管と協
　　力し、薬剤散布、水路床清掃等により防除する。
○ネズミ、その他の害虫等に関する相談対応、種類の同定及び啓発
○感染症媒介生物（蚊、ネズミなど）のサーベイランス調査
○住居環境改善援助事業
○浸水時や感染症発生時の消毒　　○生活衛生センターの維持管理

事業内容

事業期間 　H　～　H　　

平成22年度決算額

事 業 費
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